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ۂ
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会
開
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で
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鬼
剣
舞
が
風
流
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
登
録
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
奥
州
市
と
北
上

市
は
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
す
。
両
市
は

月
６
日
、

10

風
流
特
別
公
演
会
を
胆
沢
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
独
自
の
取
り
組
み
は
、

全
国
の
風
流
団
体
に
先
駆
け
た
も

の
で
、
自
治
体
の
枠
組
み
を
越
え

た
特
徴
的
な
活
動
で
す
。

公
演
会
に
は
、
鬼
剣
舞
連
合
保

存
会
を
構
成
す
る
４
団
体
の
ほ
か
、

風
流
芸
能
の
一
種
で
あ
る
金
津
流

か
な

つ
り
ゅ
う

鶴
羽
衣
鹿
踊
（
県
指
定
無
形
民
俗

つ
る

は

ぎ

文
化
財
・
江
刺
稲
瀬
）
が
ゲ
ス
ト

出
演
。
各
団
体
が
継
承
し
て
き
た

演
目
を
披
露
し
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録

へ
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
市
内
外
か
ら
約
２
０
０

人
が
詰
め
掛
け
、
次
々
と
披
露
さ

れ
る
躍
動
感
た
っ
ぷ
り
の
踊
り
に

惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

⣫
⣒
ス
コ
ᎉ
ᱷ
⢊
の
ᮌ
の
り

日
本
は

件
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

21

文
化
遺
産
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
中
国
に
次
い
で
２
番
目
に

多
い
数
字
で
す
。
登
録
件
数
が
多

い
国
は
、
各
国
か
ら
上
限
を
超
え

る
提
案
が
あ
っ
た
場
合
、
登
録
審

査
を
行
わ
な
い
規
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在
日
本
が

提
案
中
の「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」

は
今
年
の
審
査
が
見
送
ら
れ
、
来

年
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
風
流

を
含
め
た
五
つ
の
無
形
文
化
遺
産

が
次
の
候
補
と
な
っ
て
お
り
、
準

備
が
整
っ
た
も
の
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

風
流
は
現
在
、
登
録
に
向
け
た

資
料
を
作
成
中
で
す
が
、
早
け
れ

ば
令
和
３
年
に
提
案
書
の
提
出
が

可
能
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
の
評
価
機

関
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
令
和
４

年

月
ご
ろ
に
評
価
機
関
に
よ
る

10
勧
告
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

政
府
間
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
最

終
決
定
さ
れ
る
の
は
同
年

月
ご

11

ろ
。
つ
ま
り
最
短
で
３
年
後
に
は
、

鬼
剣
舞
を
含
む
風
流
が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。

ᎉ
ᱷ

の
խ
ጛ

風
流
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た

鬼
剣
舞
で
す
が
、
実
際
に
登
録
さ

れ
る
と
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

風流公演会を独自に開催

ユネスコ登録へ鬼が舞う

繋曲芸のような技が目を引く「カニむくり」（岩崎鬼剣

舞） 罫「熊払い」では亡霊が二本の刀を光らせ荒れ狂

う（朴ノ木沢念仏剣舞） 茎荊少女による胴取りが印象

的な「本剣舞」（同） 蛍「三人怒物」では頭上の鳥ザイ
いか もの

を小刻みに揺らして踊る（川西大念仏剣舞） 計刀を収

められても素手で荒れ狂う「押込」（同） 詣同じ風流
おっ こみ

に分類される鹿踊も出演（金津流鶴羽衣鹿踊） 警「三

人加護」では幣束を振りかざして踊る（滑田鬼剣舞）
へい そく

荊

計 詣 警
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既
に
ユ
ネ
ス
コ
登
録
さ
れ
た
無

形
民
俗
文
化
財
で
は
、
▽
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

認
知
度
が
高
ま
っ
た
、
▽
団
体
へ

の
公
演
依
頼
な
ど
が
増
え
た
、
▽

祭
り
や
行
事
で
観
客
が
増
え
た
、

▽
お
菓
子
や
グ
ッ
ズ
の
作
製
で
経

済
効
果
が
あ
っ
た

―
な
ど
の
変

化
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
大
き
い
の
が
、

団
体
の
人
た
ち
が
ユ
ネ
ス
コ
登
録

を
励
み
に
し
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
、

後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
意

識
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。
そ
の
姿

を
見
た
若
い
人
た
ち
が
、
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
「
た
す
き
」
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
く

―
。
次
世
代
へ
の

継
承
こ
そ
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
が
誕
生
し
た
理
由
で
も
あ
り
、

目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
元
で
の
自
治
体
の
支

援
や
住
民
の
盛
り
上
が
り
が
欠
か

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ユ
ネ
ス

コ
登
録
の
先
に
あ
る
目
標
に
向

か
っ
て
、
私
た
ち
も
鬼
剣
舞
の
鑑

賞
な
ど
を
通
じ
、
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
地
域
の
宝
を
世
界
の

宝
へ

―
。
そ
の
時
は
、
き
っ
と

や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

朴ノ木沢念仏剣舞保存会

代表 三田一男さん（70）
（胆沢小山字上大谷地）

川西大念仏剣舞保存会

代表 伊藤敏男さん（77）
（衣川表）

ほかの民俗芸能団体と同様に、うちでも後

継者の確保に苦労しています。入
いり

剣舞など
けん ばい

では、14人の舞い手が必要ですが、現在は６

人でやりくりしている状況です。何とか剣

舞を守っていかなければと思っています。

平泉が世界遺産の審査を受けた際に、うちで

教えている子どもたちが剣舞を披露しまし

た。それを見た外国の調査員は感激のあま

り、子どもたちの頭をなでていったのです。

今回目指しているユネスコ登録でも、剣舞の

素晴らしさは国を越えて伝わるはずです。

登録によって剣舞の魅力がもっと広まり、舞

い手が増えてくれることを願っています。

中尊寺で踊っていますが、世界遺産の登録

後はかなりお客さんが増えました。有形と

無形の違いなどはあるかもしれませんが、ユ

ネスコ登録にはそれだけ影響力があるのだ

と思います。北上市では、まちを挙げて剣舞

を押しているのでよく知られていますが、奥

州市ではいろんな芸能があるせいか剣舞と

神楽を間違えるような人もいます。もっと

地元の人に知ってもらう必要があるのでは

ないでしょうか。私たちが頑張っている姿

をもっと見に来てほしいと思います。皆さ

んの応援をいただき、力をお借りしながら、

３年後の登録を目指していきます。

にの൴を登録へのڪࣤ

剣舞のṿδխጛにףГЇ
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（写真：川西大念仏剣舞子ども同好会）

市内２団体の代表に聞く―Interview

鬼剣舞を

世界の宝へ
特集




